
伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

え
ん
む
す
び
 

公売保留地詳細図 

18ー2街区　１画地　133

※現況については、区画街路2 が未築造の 
　ため市道4 となります。 

単位（ ） 
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4.0

18.70
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00

ごみ集積所 

Ｎ 

I彩の国まごころ国体八潮市実 
　行委員会（国体推進課内） 
　蕁B８８１ 

国体民泊研修会の開催 国体民泊研修会の開催 国体民泊標語の募集 国体民泊標語の募集  
 
　今年10月に開催する「彩の国まごころ国体」に、全国
から参加される選手の方々を「民泊」でお迎えするため、
市では市民の皆さんのご協力を得て準備を進めています。 
　その「民泊」をより多くの方にご理解いただくため、「民
泊」に関する標語を募集します。 
《例》「民泊がつくる人の和・地域の和」、「迎えようみ
んなの笑顔とまごころで」など 
E市内在住の方　 
G特選1点、入選若干数、ほかに奨励賞など  
選考方法　彩の国まごころ国体八潮市実行委員会で決定 
表　　彰　5月上旬（予定）  
※応募された標語の著作権は、すべて主催者に帰属します。 
D 3月10日（郵送必着）までに窓口、ＦＡＸ（995－736 
7）または郵送（〒340-8588八潮市中央1－2―1彩の国
まごころ国体八潮市実行委員会）  

 
 
　昨年開催した静岡国体において、民泊に携わった方々
を講師にお招きし、民泊の実態や体験談等について研
修会を開催します。「民泊」で「国体」を成功させる
ためにも、ぜひ、研修会に参加してください。 
B2月27日貊、午後7時～8時30分  
C八潮メセナ　ホール 
G「感動をありがとう」―みんなで燃えた国体民泊― 
　講師＝静岡県磐田郡「豊田町民泊協力会」の方 
 F 500人（先着順） 

埼玉県最低賃金 Ｈ14.10.1678円 

778円 

779円 

793円 

786円 

762円 

791円 

Ｈ15.12.1

非鉄金属製造業 

時間額 発効日 

輸送用機械器具製造業 

各種商品小売業 

自動車小売業 

電気機械器具製造業、情報通信機械器具
製造業、電子部品・デバイス製造業 

光学機械器具・レンズ、時計・同部分品
製造業 

産
業
別
最
低
賃
金 

出
前
講
座
講
師
の
登
録
募
集

出
前
講
座
講
師
の
登
録
募
集
 

出
前
講
座
講
師
の
登
録
募
集
 

バ
レ
エ
発
表
会
 

B

2
月
22
日
豸
、
午
後
3
時
30
分
〜

／
C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
／
G
白
雪
姫
・

く
る
み
割
り
人
形
ほ
か
／
H

無
料
／

I
吉
村
蕁
9
3
6
＝
8
1
4
8
 
 

 八
潮
童
謡
を
歌
う
会
 

　
私
た
ち
は
、
な
つ
か
し
い
童
謡
や

叙
情
歌
を
た
の
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！！
 

B

第
1
・
第
3
水
曜
日
、
午
後
2
時

〜
4
時
／
C

八
幡
公
民
館
ほ
か
／
G

指
導
＝
福
野
敏
子
さ
ん
／
H

月
会
費

1
5
0
0
円
／
I

解
良
蕁
9
9
7
＝

8
8
7
9
 
 

 

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
 

B

第
1
・
第
3
金
曜
日
、
午
後
1
時

〜
5
時
／
C

や
し
お
生
涯
楽
習
館
絵

画
室
ほ
か
／
E

初
心
者
お
よ
び
経
験

者
大
歓
迎
／
H

月
会
費
3
0
0
0
円

／
I

柳
沼
蕁
0
7
0
＝
5
4
5
9
＝

6
2
0
5
 
 

 ペ
ン
習
字
教
室
 

B

毎
週
月
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

／
C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
ほ
か（
自
由

見
学
可
）
／
G

ペ
ン
習
字
の
基
礎
か

ら
学
ぶ
／
A
ペ
ン（
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
）、

ノ
ー
ト
／
H

月
会
費
2
5
0
0
円
／

I
小
菅
蕁
9
5
2
＝
1
8
3
2
 

■高齢者保健福祉推進審議会を公開します　B２月26日貅午後１時30分～３時／C別館Ａ会議室（３階）／F 10人（先着順） 
　／I高齢いきがい課蕁A４４３・４４９ 

　

休
日
・
夜
間
納
税
相
談
窓
口
の
開
設
 

　
市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
休

日
・
夜
間
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

○
夜
間
納
税
相
談
 

B
2
月
25
日
貉
〜
27
日
貊
、
午
後
5
時
15

分
〜
8
時
 
 

○
休
日
納
税
相
談
 

B
2
月
29
日
豸
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

○
木
曜
日
夜
間
納
税
相
談
 

B
毎
週
木
曜
日
、
午
後
5
時
15
分
〜
7
時
 

C
納
税
課
（
12
番
窓
口
）
・
国
保
年
金
課

（
6
番
窓
口
）
 
 

I
納
税
課
蕁
A
2
0
7
・
国
保
年
金
課
蕁

A
8
3
3
 

　

貯
水
槽
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
 

　
国
で
は
、
国
内
に
お
け
る
テ
ロ
事
件
発

生
に
対
応
し
た
、
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
貯
水
槽

設
置
者
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

市
内
の
貯
水
槽
が
事
件
発
生
の
対
象
と
な

ら
な
い
よ
う
日
ご
ろ
の
管
理
（
カ
ギ
の
確

認
等
）
を
十
分
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

I
水
道
部
業
務
課
蕁
9
9
6
＝
1
4
7
8
 

　

償
却
資
産
の
未
申
告
に
つ
い
て
 

　
平
成
16
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
事

業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
、
平
成
16
年

度
償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
い
な
い
法
人

ま
た
は
個
人
の
方
は
、
早
急
に
郵
送
ま
た

は
持
参
に
よ
り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
資
産
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

I
資
産
税
課
蕁
A
4
1
2
 
 

　

企
業
合
同
就
職
面
接
会
 

B
2
月
18
日
貉
、
午
後
1
時
〜
4
時
 
 

C
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
地
下
展
示

場
 

E
若
年
求
職
者
 

G
求
人
企
業
約
1
0
0
社
が
参
加
す
る
就

職
面
接
会
 
 

H
無
料
（
事
前
申
込
不
要
、
入
退
場
自
由
）
 

A
履
歴
書
（
要
複
数
枚
）
 

I
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
地
域
求

職
活
動
援
助
事
業
推
進
室
蕁
0
4
8
＝
7

5
3
＝
3
7
2
7
（http://www.e-si 

goto.jp

）、埼
玉
労
働
局
職
業
対
策
課
蕁

0
4
8
＝
6
0
0
＝
6
2
0
9
、
埼
玉
県

雇
用
対
策
課
蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝
4
5

3
4
 

　

ま
ず
、
チ
ェ
ッ
ク
！
 

　

働
く
ル
ー
ル
の
最
低
賃
金
 

―

平
成
15
年
度
埼
玉
県
最
低
賃
金
―
 

　
埼
玉
県
内
や
特
定
の
産
業
で
、
事
業
を

営
む
使
用
者
お
よ
び
そ
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
「
埼
玉
県
最
低
賃
金
」
よ
り
も

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
優
先
し
ま
す
。
 

I
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
（
蕁
0
4
8
＝
6

0
0
＝
6
2
0
5
）
、
ま
た
は
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
 

 
 

                     
 

   　

人
権
教
育
・
同
和
教
育
 

　

指
導
者
養
成
講
座
 

B
①
2
月
12
日
貅
、
②
17
日
貂
、
③
25
日

貉
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
（
3
階
）
 
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
 

G
①
「
障
害
者
の
人
権
」
講
師
＝
水
野
守

久
さ
ん
（
手
話
サ
ー
ク
ル
代
表
）
②
「
女

性
の
人
権
」
講
師
＝
宮
本
節
子
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
ま
ち
草
の
根
ネ
ッ
ト

の
会
会
長
）
③
「
人
権
、
そ
れ
は
人
の
や

さ
し
さ
」
※
講
師
＝
秋
川
政
則
さ
ん
（
大

利
根
町
教
育
委
員
会
教
育
長
）
 

※
各
回
の
み
の
受
講
も
可
 

F
50
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
社
会
教
育
課
（
蕁

A
3
9
2
）
へ
 
 

　

資
料
館
事
業
 

①
第
30
回
市
史
講
座
 

―

八
潮
の
古
民
家
を
探
る
―
 

B
2
月
24
日
貂
、
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
資
料
館
へ
午
前
9
時
30
分
に
集
合
）
 
 

G
午
前
＝
市
指
定
文
化
財
の
和
井
田
家
屋

敷
と
太
田
家
屋
敷
の
見
学
（
市
バ
ス
で
移

動
）
、
午
後
＝
資
料
館
で
講
師
に
よ
る
古

民
家
に
関
す
る
講
演
 

A
筆
記
用
具
、
昼
食
、
防
寒
と
歩
き
や
す

い
服
装
 

F
30
人
（
申
込
順
）
 

②
体
験
講
座
（
ひ
な
ま
つ
り
）
 

B
2
月
22
日
豸
〜
3
月
5
日
貊
、
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
15
分
（
月
曜
日
休
館
）
 
 

E
市
内
在
住
の
方
 

G
各
家
庭
の
雛
人
形
を
資
料
館
古
民
家
で

展
示
 

★
展
示
す
る
雛
人
形
を
募
集
し
ま
す
 

　
押
入
れ
や
倉
庫
な
ど
に
入
れ
た
ま
ま
の

雛
人
形
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
 

―

①
②
共
通
―
 

C
資
料
館
 

H
無
料
 

D

2
月
17
日
ま
で
に
、
文
化
財
保
護
課
 

（
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6
）
へ
 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
縁
結
日
 

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
茶
話
会
　
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
が
ら
身
近

な
国
際
交
流
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

B
2
月
21
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
 
 

C
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

社
会
適
応
訓
練
室
 

E
外
国
人
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
関
心
の
あ
る
方
 

H
無
料
 

I
社
会
福
祉
協
議
会
・
八
潮
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蕁
9
9
5
＝
3
6
3
6
 
 

　

学
校
開
放
講
座
合
同
作
品
展
 

　

・
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
 

         ①
合
同
作
品
展（
学
習
風
景
写
真
展
含
む
）
 

B
2
月
13
日
貊
〜
15
日
豸
、
午
前
9
時
〜

午
後
9
時
 
 

②
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
 

B
2
月
15
日
豸
、
午
後
2
時
〜
4
時
 
 

―

①
②
共
通
―
 

C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
 

I
社
会
教
育
課
蕁
A
3
5
7
 
 

　

歌
の
お
姉
さ
ん
と
 

　

み
ん
な
で
歌
お
う
会
企
画
 

　

ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
V
o
l
・
5
 

B
2
月
28
日
貍
、
午
後
2
時
〜
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

G
公
募
で
集
ま
っ
た
市
民
の
方
が
、
ピ
ア

ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う

参
加
型
コ
ン
サ
ー
ト
。
今
回
は
小
さ
な
ホ

ー
ル
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
開
催
 

H
無
料
 

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
 
 

「
子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
」
講
演
会
 

　
約
3
人
に
1
人
が
持
つ
ア
レ
ル
ギ
ー
 

　
あ
な
た
は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
悪
化
さ
せ
る

生
活
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

B
3
月
1
日
豺
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

C
保
健
セ
ン
タ
ー
 

E
市
内
在
住
の
方
 

G
「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
と
上
手
に
付
き

合
う
方
法
」
※
講
師
＝
岡
田
文
寿
さ
ん
 

（
埼
玉
県
春
日
部
保
健
所
長
・
医
師
）
 

F
50
人
（
申
込
順
）
※
乳
幼
児
の
保
育
あ

り
（
申
込
順
20
人
）
 

D
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
9
9
5
＝

3
3
8
1
）
へ
 
 

　
　

八
條
公
民
館
事
業
 

①
パ
ソ
コ
ン
で
小
物
作
り
〜
初
級
編
〜
 

B
3
月
5
日
・
12
日
・
19
日
（
各
金
曜
日
 

・
全
3
回
）
、
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30

分
（
最
終
日
の
み
時
間
延
長
の
場
合
あ
り
）
 

E
市
内
在
住
の
パ
ソ
コ
ン
初
級
者
（
マ
ウ

ス
操
作
・
文
字
入
力
が
あ
る
程
度
で
き
る

方
）
 

G
パ
ソ
コ
ン
の
応
用
操
作
で
、表
札
を
作
成
 

F
18
人
（
申
込
順
）
 

H
9
0
0
円
 
 

②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
理
解
「
よ
り

よ
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
」
 

B
3
月
6
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
 
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
 

G
日
常
生
活
で
生
ま
れ
る
誤
解
や
偏
見
を

な
く
す
手
が
か
り
を
み
つ
け
る
た
め
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
学
ぶ
※
講
師
＝
高
倉
恵
子
さ
ん
（
埼

玉
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会
会
長
）
 

A
筆
記
用
具
 

F
50
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

―

①
②
共
通
―
 

C
八
條
公
民
館
会
議
室
1
 
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
條
公
民
館
（
蕁

9
9
4
＝
3
2
0
0
、
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）
へ
 
 

　

文
化
協
会
自
主
事
業
 

①
文
化
振
興
講
演
会
「
ハ
ッ
ピ
ー
･
ジ
ャ

ズ
　
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」
 
 

B
3
月
6
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
 

E
市
内
在
住
の
方
 

G
講
師
＝
有
馬
靖
彦
と
デ
キ
シ
ー
･
ジ
ャ

イ
ブ
 
 

F
1
8
0
人
（
申
込
順
）
 
 

②
第
6
回
文
化
協
会
洋
ら
ん
展
・
講
習
会
 

         B
3
月
10
日
貉
〜
14
日
豸
 
 

C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
 

●
洋
ら
ん
展
示
会
 

B
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

●
洋
ら
ん
講
習
会
 

B
毎
回
午
後
1
時
30
分
〜
 
 

G
①
10
日
貉
＝
デ
ン
ド
ロ
ビ
ュ
ウ
ム
の
株

分
け
と
植
え
方
②
11
日
貅
＝
カ
ト
レ
ア
の

株
分
け
と
植
え
方
③
12
日
貊
＝
コ
チ
ョ
ウ

ラ
ン
の
株
分
け
と
植
え
方
④
13
日
貍
＝
シ

ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
の
株
分
け
と
植
え
方
⑤
14

日
豸
＝
パ
フ
ィ
オ
ペ
デ
ィ
ラ
ム
の
株
分
け

と
植
え
方
と
洋
ら
ん
全
般
に
わ
た
っ
て
の

植
え
方
、
育
て
方
※
講
師
＝
堀
井
喜
久
治

さ
ん
（
洋
ら
ん
同
好
会
）
 

E
洋
ら
ん
に
関
心
の
あ
る
方
 

※
植
え
替
え
を
希
望
す
る
方
は
、
苗
（
4

号
鉢
程
度
ま
で
）
を
持
参
 
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

―

①
②
共
通
―
 

H
無
料
 

D
2
月
12
日
か
ら
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
蕁
9

9
5
＝
6
2
1
6
、
土
・
日
・
月
曜
日
を

除
く
、
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）
へ
 
 

 

人
権
講
座
『
子
ど
も
の
人
権
 

「
人
格
」
に
つ
い
て
』
 

B
3
月
3
日
貉
、
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
 

C
八
幡
公
民
館
研
修
室
 

G
青
少
年
犯
罪
や
悪
質
な
い
じ
め
等
が
増

え
て
い
る
中
で
、
な
ぜ
犯
罪
や
い
じ
め
に

走
っ
て
し
ま
う
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
人
格
を
形
成
し
て
い
る
か
を
考
え
る
。

※
講
師
＝
高
山
　
津
さ
ん
（
譛
埼
玉
県
交

通
安
全
協
会
草
加
支
所
長
）
 

F
30
人
（
申
込
順
）
 

H
無
料
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館
（
蕁

9
9
5
＝
6
2
1
6
、
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
）
へ
 
 

    　

学
童
保
育
所
指
導
員
 

　
小
学
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
の
児
童

の
放
課
後
保
育
の
仕
事
で
す
。
 

B
4
月
1
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日
（
月

〜
金
＝
午
後
0
時
30
分
〜
6
時
、
土
曜
日
・

学
校
の
休
日
（
日
・
祝
日
を
除
く
）
＝
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時
）
 
 

C
市
立
学
童
保
育
所
 

E
保
育
士
・
教
員
の
資
格
の
あ
る
方
（
平

成
16
年
3
月
取
得
見
込
み
含
む
）
ま
た
は

学
童
保
育
経
験
者
 
 

F

若
干
名
※
面
接
は
2
月
23
日
か
ら
27 
 

日
、
詳
細
は
応
募
者
へ
通
知
 
 

D
2
月
20
日
（
郵
送
必
着
）
ま
で
に
、
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
資
格
証
明
書
（
取

得
見
込
証
明
書
）
の
写
し
を
窓
口
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
（
〒
3
4
0
―
8
5
8
8
八

潮
市
中
央
1
―
2
―
1
児
童
障
害
課
）
 
 

I
児
童
障
害
課
蕁
A
3
1
4
 
 

　

八
潮
メ
セ
ナ
臨
時
職
員
 

B
4
月
1
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日
、
午

後
5
時
30
分
〜
9
時
30
分
（
週
2
〜
3
日

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

日
等
に
は
昼
間
勤
務
あ
り
）
 
 

E

平
成
16
年
4
月
1
日
現
在
60
歳
未
満
 

で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

※
土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り
 

F
1
人
（
3
月
6
日
貍
面
接
を
予
定
）
 
 

D
2
月
25
日
（
郵
送
必
着
）
ま
で
に
、
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
窓
口
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
（
〒
3
4
0
―
0
8
1
6
　
八
潮

市
中
央
1
―
10
―
1
八
潮
メ
セ
ナ
）
※
提

出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
 
 

　

県
立
草
加
高
校
定
時
制
特
別
選
考
 

　

に
つ
い
て
 

　
一
般
募
集
で
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、

特
別
選
考
を
第
2
募
集
と
併
せ
て
行
い
ま

す
。
 

●
入
学
願
書
の
受
付
 

B
3
月
8
日
豺
（
午
後
2
時
〜
7
時
）
〜

9
日
貂
（
午
後
2
時
〜
5
時
）
 
 

●
作
文
お
よ
び
面
接
 

B
3
月
12
日
貊
、
午
前
11
時
〜
 
 

●
出
願
資
格
 

①
中
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を

卒
業
し
た
方
②
県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

地
を
有
す
る
方
③
平
成
16
年
3
月
31
日
現

在
、
19
歳
以
上
の
方
④
働
き
な
が
ら
学
ぼ

う
と
す
る
理
由
が
明
白
な
方
 

※
詳
細
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

I
草
加
高
校
定
時
制
蕁
9
3
5
＝
4
5
2

1 
 

　

第
20
回
八
潮
市
民
音
楽
祭
参
加
者
 

B
11
月
28
日
豸
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
も
し
く
は
市

内
で
音
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
ま
た

は
個
人
 

G
音
楽
演
奏
発
表
会
 

H
無
料
 

D
3
月
26
日
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
八
幡
公
民
館
（
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
）
へ
提
出
 
 

I
文
化
協
会
事
務
局
・
八
幡
公
民
館
蕁
9

9
5
＝
6
2
1
6
 
 

 

　
八
潮
市
が
全
国
に
先
が
け
て
実
施

し
た
「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前

講
座
」
は
、
市
民
編
・
サ
ー
ク
ル
編
・

子
ど
も
編
・
民
間
企
業
編
・
公
共
機

関
公
益
企
業
編
・
教
職
員
編
・
行
政
編
・

行
政
編
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
の

8
部
門
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
や
経
験
、

特
技
な
ど
を
地
域
の
方
々
に
生
か
す

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
 

  　
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
で
、
自
分
の

体
験
や
特
技
、
研
究
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
（
市
外
の
方
で
も
登
録
可
）
 

  　
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
お
話
し
、
指
導

し
て
い
た
だ
け
る
市
内
の
団
体
の
方
 

  　
市
内
に
在
住
の
小
学
生
（
概
ね
5

年
生
以
上
）
・
中
学
生
・
高
校
生
の

皆
さ
ん
の
中
で
、
自
分
の
得
意
な
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
方
（
保
護

者
の
同
意
が
必
要
）
 
 

  　
工
場
見
学
や
体
験
な
ど
、
専
門
分

野
で
の
知
識
を
活
か
し
て
広
く
市
民

に
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
市
内
の
企
業
の
方
 

《
例
》
料
理
・
昔
遊
び
・
リ
ズ
ム
体
操
・

編
み
物
・
○
○
工
場
の
見
学
・
○
○

製
品
が
で
き
る
ま
で
な
ど
 

D
2
月
27
日
ま
で
に
「
生
涯
学
習
ま
ち

づ
く
り
出
前
講
座
講
師
登
録
申
込
書
」

を
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
（
〒
3

4
0
―
8
5
8
8
八
潮
市
中
央
1
―
2

―
1
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

※
申
込
書
は
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
で
配
布
 
 

 
 

 

市
民
市
民
編 

市
民
編 

サ
ー
ク
ル

サ
ー
ク
ル
編 

サ
ー
ク
ル
編 

子
ど
も

子
ど
も
編 

子
ど
も
編 

民
間
企
業

民
間
企
業
編 

民
間
企
業
編 

〜
あ
な
た
の
知
識
・
特
技
・
経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜
 

け
　
ら
 

I
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
 

　
蕁
A
4
6
5

わ
た
る
 

県
内
で
は
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
!!
 

　
交
通
事
故
を
防
止
し
て
い
く
た
め
に
、一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、正
し

い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

　鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理事業地内の保留地を公売します。 
【公売区画】1区画（133㎡角地） 
【公売価額】17,024,000円 
【公売方法】公開抽選 
【申込資格・日時・場所】 
第1回目  
E鶴ヶ曽根・二丁目土地
区画整理事業施行地区内
の宅地の所有者または借
地権を有する方で、かつ
市区画整理課備え付けの
権利者名簿に登載されて
いる方 
B 2月23日豺・24日貂
  
第2回目  
E一般の個人および法人
（ただし、第1回目に申し込みがなかった場合のみ）  
B2月25日貉・26日貅  
―共通― 
　受け付けは、第1・第2回目とも午前9時から午後2時までで、区画整理
課窓口で行います。 
　抽選参加申込書・公売案内のパンフレットなどは、区画整理課窓口にて
配布しています。なお、既に当該地区内の保留地を買い受けている方など、
申し込みができない場合もございますので、詳細についてはお問い合せく
ださい。 
【申込み時に必要な物】抽選参加保証金50万円（現金または銀行、その
他の金融機関が振り出した小切手）および認印 
【抽選日・場所】3月9日貂、午前9時30分、市役所2階第3会議室 
【問い合わせ】区画整理課蕁A325・404 
※今回の公売で申し込みがなかった場合については、3月1日豺から申し
込み順に公売します。 
　その他の地区、区画も随時公売中です。 

宅地（保留地）を 
　　　売り出します！ 
宅地（保留地）を 
　　　売り出します！ 
宅地（保留地）を 
　　　売り出します！ 

（５）　　広報 平成16年２月10日　（４） No.637


